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協奏機能触媒と呼ばれる一群の触媒における配位子は直接結合の活性化に関与する。これまで

協奏機能触媒において配位子が授受できる元素はほとんどが水素原子に限られていた。 

触媒反応に用いた N-混乱ポルフィリンレニウム (V) 錯体 (2, 3) は、レニウム (I) 錯体 (1) を

2,2,6,6-テトラメチルピペリジン N-オキシル(TEMPO) によって酸化することにより得られた。 

 
ジオキソレニウム (V) 錯体 2はトリフェニルホスフィン (PPh3) により還元され、モノオキソ

レニウム (V) 錯体 3に変換される。また、3はピリジンN-オキシドにより酸化され 2を再生する。

2及び3はフェニルピリジンN-オキシドからフェニルピリジンへの酸素原子移動反応を触媒した。

酸素原子移動反応は金属と配位子の協同効果によって進行していることが明らかとなった。 
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